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警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害
給
付
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
九
十
号

警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害
給
付
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害
給
付
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
四
十
五

号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害
給
付
に
関
す
る
法
律
施
行
令（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
二
十
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
二
第
二
項
第
一
号
中
「
十
万
四
千
五
百
七
十
円
」
を
「
十
万
四
千
九
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号

中
「
五
万
六
千
七
百
九
十
円
」
を
「
五
万
七
千
三
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
五
万
二
千
二
百
九
十
円
」を「
五

万
二
千
四
百
八
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
二
万
八
千
四
百
円
」
を
「
二
万
八
千
五
百
二
十
円
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
後
の
第
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
以
後
に
給
付
の
事
由
が
生
じ
た
給
付
に
つ
い

て
適
用
し
、
そ
の
他
の
給
付
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

海
上
保
安
官
に
協
力
援
助
し
た
者
等
の
災
害
給
付
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
九
十
一
号

海
上
保
安
官
に
協
力
援
助
し
た
者
等
の
災
害
給
付
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
海
上
保
安
官
に
協
力
援
助
し
た
者
等
の
災
害
給
付
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
三
十
三
号
）

第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

海
上
保
安
官
に
協
力
援
助
し
た
者
等
の
災
害
給
付
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
六
十
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
中
「
十
万
四
千
五
百
七
十
円
」
を
「
十
万
四
千
九
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号

中
「
五
万
六
千
七
百
九
十
円
」
を
「
五
万
七
千
三
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
五
万
二
千
二
百
九
十
円
」を「
五

万
二
千
四
百
八
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
二
万
八
千
四
百
円
」
を
「
二
万
八
千
五
百
二
十
円
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
後
の
第
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
以
後
に
給
付
の
事
由
が
生
じ
た
給
付
に
つ
い

て
適
用
し
、
そ
の
他
の
給
付
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
第
二
条
第
二
項
の
ダ
ム
、
同
条
第
三
項
の
湖
沼
水
位
調
節
施
設
及
び
同
法
第
九
条
第
一

項
の
指
定
ダ
ム
を
指
定
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
九
十
二
号

水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
第
二
条
第
二
項
の
ダ
ム
、
同
条
第
三
項
の
湖
沼
水
位
調
節
施
設
及
び
同
法
第
九
条

第
一
項
の
指
定
ダ
ム
を
指
定
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
第
二
条
第
二
項
の
ダ
ム
、
同
条
第
三
項
の
湖
沼
水
位
調
節
施
設
及
び
同
法
第
九
条
第
一

項
の
指
定
ダ
ム
を
指
定
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
二
百
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
第
九
十
六
号
を
第
九
十
七
号
と
し
、
第
九
十
五
号
を
第
九
十
六
号
と
し
、
第
九
十
四
号
を
第
九
十
五
号
と

し
、
第
九
十
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九
十
四

本
明
川
水
系
本
明
川
本
明
川
ダ
ム

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
及
び
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
九
十
三
号

災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
及
び
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
三
十
四

号
）
の
施
行
に
伴
い
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。
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